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プレスリリース 

2024 年１１月 1 日 

報道関係各位 

一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所 

一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所（東京都港区、代表理事 守屋智敬、以下、本研究所）は、アンコンシャ

スバイアス（以下、アンコン）に気づこうとすることの大切さを、より多くの子どもたちに伝えるための取組みとして、かる

た遊びをしながら学べる「アンコンかるた」を子どもたちとともに制作することとしました。 

子どもたちからは、アンコンシャスバイアスに関するかるたの「読み札」「絵札」を募集します。 

 

■「アンコンかるた」応募要項                                                                                        

１．応募期間：2024 年 11 月 1 日（金）～2025 年 1 月 14 日（火） 

 

２．応募資格：小学生・中学生 

 

３．注意事項：以下にご同意のうえご応募ください 

・応募作品は返却できません。また、採用された作品は一部、編集をさせていただく場合があります。 

・応募者のお名前（名のみ）、年齢、お住まいの地域は HP、印刷物等に掲載する場合があります。 

・応募者等の個人情報はアンコンシャスバイアス研究所のプライバシーポリシーに則って取得・管理し、この事業のた

めだけに利用いたします。 

・採用された応募作品の著作権（著作権法第 27 条および第 28 条に定める権利を含む）は、主催者側に移転する

こと、また、主催者が利用することに同意のうえ、ご応募ください。 

・応募作品はご自身が創作した未発表のもので、第三者の著作権を侵害しないものに限ります。 

・制作したアンコンかるたは、アンコンシャスバイアス研究所及び本研究所が委託する団体等の HP より、ダウンロー

ド可とする予定の他、印刷実費程度での販売の可能性があることをご了承ください。 

・郵送代や通信費等の、応募に係る経費は、応募者の負担となります。 

・応募いただいた方は、上記の注意事項に同意いただいたものとみなします。 

 

４．提出方法： 

（１）専用フォーム（インターネット）より提出 ※Google アカウントが必要です 

   https://forms.gle/keDYXvsqTaVzXNDQ8/ 

（２）郵送 

「作品用紙」と「応募用紙」を特設サイトからダウンロードし、必要事項をご記入のうえ、郵送してください。 

 

※学校単位の応募も受け付けています。学校単位の応募は、個別にお問い合わせください 

 

５．特設サイト 

一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所 「アンコンかるた」募集ページ  

https://www.unconsciousbias-lab.org/karuta 

 

 

アンコンシャスバイアスをテーマとした「かるた」を募集開始！！ 
― 小・中学生とともに「アンコンかるた」を制作するプロジェクト始動 ― 

https://forms.gle/keDYXvsqTaVzXNDQ8/
https://www.unconsciousbias-lab.org/karuta
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プレスリリース 

■今後の展開                                                                                      

アンコンシャスバイアス研究所では、今回の「アンコンかるた」の制作の他、授業等で活用できる教材開発に取り組

み、子どもたちがアンコンシャスバイアスについて学ぶ機会の拡大に取り組みます。また、引き続き小・中学校での授業

提供を通じ、子どもたちにアンコンシャスバイアスに気づこうとすることの大切さをお伝えしてまいります。 

小・中学校での出前授業や、子どもたちに向けたイベント（ハットニャール博士の研究所）など詳細は、本研究所の

公式サイト（https://www.unconsciousbias-lab.org/）をご覧ください。 

 

【参考情報】                                                                                         

「アンコンシャスバイアス」とは？ 

私たちは、何かを見たり、聞いたりしたときに、「無意識に“こうだ”と思い込むこと」があります。これを、アンコンシャ

スバイアス（unconscious bias）といいます。日本語では、「無意識の思い込み」等とも表現されています。また、言葉

を短くして、「アンコン」ともよんでいます。 

アンコンシャスバイアスは、「相手」に対するものもあれば、「モノ」に対してや、「自分自身」に対するものもあり、誰に

でもありうるものです。アンコンシャスバイアスに気づくことにより、相手に対するものの見方がかわったり、他の選択肢

を考えてみようと思えたり、新たなアイデアがうまれたり、一歩踏み出す勇気がもてる等、様々な変化が期待される概

念です。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

一般社団法人アンコンシャスバイアス研究所（担当：太田・坂本） 

https://www.unconsciousbias-lab.org/contact/ 

 

https://www.unconsciousbias-lab.org/

